


























































ており、 特異な存在であった （このため本稿では 「家臣団
（６）
」 ではなく、
「邸臣団」と表記した） 。近世大名家臣団の場合は、知行を媒介とした封建的主従関係を構築していたが、徳 の場合は家老等の上級役人（いわゆる「八役」 ）は幕臣の一時的出向であり、徳川御三卿家が幕府の一役所としての性格をも ていた
（７）
。もちろん徳川













理由は初代当主宗尹が、父吉宗の将軍就任後無事に誕生・出生男児であり、徳川御三卿家当主で 尹の兄である田安 武（田安徳川家初代）とは相違し 出生・成長過程を経たからである。　
本稿では八代将軍徳川吉宗庶子の一橋宗尹を事例として、江戸時
代中期の将軍庶子の附属者について考察したい。一七世紀の将軍庶子である綱吉等の場合、幕政・藩政の未確立で戦乱 危機が拭えない時期 り、 家臣団形成にあたって軍事的側面が重視されていた。一方、宗尹の場合は江戸時 中期の戦乱が終息した時期 ある。　
なお本会・本誌との関係 いえば、一橋徳川家は福井藩越前松平










































































































日）の日付で、多くの人数が附属している（ 【表１】 ・ 【表３】 ） 。　












① 52 名 ② 247 名 ③ 132 名 ④ 21 名
役職 人数 役職 人数 役職 人数 役職 人数
伽 1 近習番 39 近習番 30 徒 1
近習番 30 土圭之間坊主 28 小姓 3 台所人 2
近習 2 小姓 8 用詰 1 家老 3
医師 1 医師 2 医者 1 勘定奉行 4
土圭之間坊主
（奥坊主）
10 駕籠之者仮役 5 小十人 33 勘定組頭 1




小姓 5 用人 1 庭掃除之者 5 代官 4
用詰 17 奥庭掃除之者 2 蔵奉行 1













徒組頭 1 馬役 1
小十人 1 徒目付 3
添番肝煎 3 火之番 2
添番 20 小普請方 2




















湯殿釜屋六尺 8 表伊賀 5
膳所台所人 8 奥六尺 2









膳所水汲 1 黒鍬之者 1
庭掃除之者 10 御使 4
奥庭掃除之者 2 俊姫添番 3
奥六尺組頭格 1 広敷添番 2







































月一日、 近習は 「用人」と改称され、賄料拝領後に邸臣団上級役職（ 「八役」 ）として、位置付けられた。　
また「小姓」に





伽 1722. 03. 15. 金 50 両 久田宣如







近習 1726. 08. 03.





小姓 1730. 正. 23. 20 両・14 名 飯塚兵弥・橋本外記
医師 1730. 03. 朔. 100 俵 40 石 10 人扶持・２名 寄合医師１名
土圭之間坊主・奥坊主 1730. 11. 02. ７石２人扶持・20 名 本丸表坊主見習２名













































































































その外の役職としては、 「奥坊主肝煎」 ・ 「奥六尺（肝煎、平） 」 ・ 「湯


















奥坊主肝煎 1732. 12. 07.
二丸坊主１・土圭之
間坊主１















湯殿釜屋六尺 1732. 12. 07. 10俵１人扶持 ３両１人半扶持・４名
本丸黒鍬之者３・掃
除之者１























膳所［台所人］組頭 1734. 11. 25. 60俵３人扶持 20 石２人扶持・２名
本丸膳所台所人１・
宗武附膳所人１




膳所［台所］小間遣組頭 1734. 11. 25. 20俵２人扶持 ５石１人半扶持・２名
湯殿釜屋小間遣１・
風呂屋小間遣１




膳所六尺 1734. 11. 25. 11俵１人扶持 ３両１人半扶持・９名 本丸賄六尺６
膳所水汲 1734. 11. 25. 本丸賄新組１
御用達 1734. 11. 25. 本丸広敷添番２
御用部屋（勝手部屋）書役 1734. 11. 25. 伊賀格合之者２
御用詰 1734. 正. 黒鍬１
御用部屋（勝手部屋）
下男肝煎
1736. 08. 15. 御用部屋下男１








勝手部屋同心 1739. 12. 10.
奥六尺２・勝手部屋
下男１
買物方 1740. 04. 朔. 御用部屋下男
買物方下男 1735. 08. 29. 御用部屋下男１







奥庭掃除之者 1735. 05. 15. 黒鍬之者２
守 1735. 09. 朔. 先手１・小納戸１
添番肝煎 1736. 10. 06. 広敷添番３
添番 1736. 10. 06.
広敷添番３・一位奥火
之番１・小普請組 13




















































幕奉行・小納戸・抱傅といった番方・側方の者が附属している。近世前期は江戸幕府が成立したものの幕政 藩政が確立する迄は、未だ戦乱の危機にあり、全体的に家臣団に軍事的側面 強かったことが将軍庶子 家臣団編成にも影響していたことがうかがえる。　
一方本稿で検討している一橋宗尹は、享保期という幕制・藩制が

























小十人頭 1739. 09. 23. 500 俵 200 俵・３名 宗尹附近習番２ ３組に増組（1741. 11. 11）。
小十人組頭 1739. 09. 24. 150 俵 20 石３人扶持・３名 宗尹附添番３ 10 人組組頭２名・８人組組頭１名
小十人 1739. 09. 23. 100 俵５人扶持 17 石３人扶持・30 名 宗尹附添番 17・新規１ （３組［１組 10 名］）
徒組









徒 1739. 11. 40 俵３人扶持 10 石２人扶持・45 名 新規 16 （３組［１組 15 名］）
物頭 1741. 11. 700俵・役料 200俵










小普請方 1741. 11. 09. 50 俵３人扶持 12 石２人扶持・２名
本丸小普請１・
本丸広敷伊賀之者１








徒目付 1741. 11. 09. 80 俵３人扶持 15 石３人扶持・７名 小普請世話役１・小普請２
小人目付 1741. 11. 15 俵１人扶持 ４石１人半扶持・19 名 新規 21 抱入 内世話役３名
側方
膳所方
台所頭 1741. 11. 10. 150 俵 20 石４人扶持・２名
宗尹附小十人１・宗尹附膳所台所人
組頭１





1742. 12. 27. 20 俵２人扶持 ５石１人半扶持・２名 宗尹附小間遣２
表膳所台所人
小間遣
1741. 11. 15 俵１人半扶持 ３両１人半扶持・６名 新規抱入、人数不明
膳所台所人組頭
膳所台所人
膳所小間遣組頭 1742. 12. 17. 20 俵２人扶持 ５石１人半扶持・２名 宗尹附膳所小間遣２
膳所小間遣 1742. 12. 27. 15 俵１人半扶持 ３両１人半扶持・12 名
賄方
賄頭 1741. 11. 10. 200俵・役料 100俵 20 石５人扶持・２名 宗尹附用達１・宗尹附小十人１
賄組頭 1741. 11. 09. 50 俵３人扶持 12 石２人扶持・３名
宗尹附勝手部屋書役１・宗尹附勝手
部屋伊賀格２








賄六尺頭 1741. 11. 09. 17 俵１人半扶持 ５石１人扶持・２名 本丸広敷下男１・賄六尺１ 新組頭兼役
賄六尺 1741. 11. 09. 10 俵１人半扶持 ３両１人半扶持・22 名 本丸広敷下男２
賄弁当持 1741. 11. 10 俵１人扶持 ２石１人扶持・22 名 新規 17
鷹方
鷹御用 1741. 11. 09. 100 俵 幕府鷹匠２ 宗尹附小十人組附





馬役 1741. 11. 09. 100 俵５人扶持 10 石３人扶持・１名 幕府馬乗１
馬下乗 1741. 11. 30 俵３人扶持 10 石２人扶持・１名 新規２
馬口附之者 1741. 11. 15 俵２人扶持 ３両１人半扶持・12 名 新規６抱入





1742 年正月 21 日、仮役より定
役となる（「一橋宗尹用人日記抄
写」）［『一橋徳川家文書』B4-7］）
茶弁当持 1742. 03. 16. 30 俵 黒鍬之者４
黒鍬之者世話役 1741. 11. 09. 宗尹附用詰１












































































































広敷用人 1742. 09. 16. 400 俵・役料 100 俵 200 俵・3 名 宗尹附近習番 1
広敷用達 1742. 10. 晦. 150 俵 20 石 4 人扶持・3 名 小十人 1
広敷添番（広敷用達助添番）1742. 10. 29. 80 俵 2 石 3 人扶持・10 名 前職不明 12
広敷膳所台所人 1742. 10. 晦.
〈筆頭〉40 俵 2 人扶持、
〈平〉30 俵 2 人扶持
〈筆頭・平〉8 石 2 人扶持、
筆頭 2 名・平 4 名
〈筆頭〉2、〈平 4〉（先役不知）
広敷用部屋書役 1742. 10. 30 俵 2 人扶持 7 石 2 人扶持 物頭同心 1・先役不知 2
広敷伊賀者（錠口番） 1742. 10. 25 俵 2 人扶持 7 石 2 人扶持・12 名 本丸御広敷伊賀之者 12
広敷奥小人 1742. 10. 15 俵 1 人扶持 4 石 1 人半扶持・10 名 先役不知 9
広敷膳所小間遣 1742. 10. か 15 俵 1 人半扶持 3 両 1 人半扶持・9 名
広敷膳所六尺 1742. 10. か 13 俵 1 人半扶持 3 両 1 人半扶持・9 名
広敷仕丁 1742. 11. 黒鍬之者 1
俊姫添番 1742. 10. 28. 小普請 3
輿舁 1742. 10. 10. 15 俵 1 人扶持 4 石 1 人半扶持・10 名 先役不知 10
下男組頭 1742. 11. 10 俵 2 人扶持 3 両 2 人扶持・1 名 黒鍬之者 2
下男 1742. 10. 10 俵 1 人扶持
2 両 2 分 1 人半扶持・
12 名
先役不知 12
六尺 1742. 10. 13 俵 1 人扶持 2 両 1 人扶持・3 名 先役不知 3

































六月二一日、 松平乗邑 （老中） より佐野察行 （宗
































































宗尹は兄宗武と共に、 「賄料」として十万石を拝領し、名実共に田安・一橋の両徳川家が成立した。賄料の拝領に伴い、これ迄の邸臣団は新たに再編され、一橋徳川家邸臣団が成立する。ここでは後にいわゆる「八役」と称される邸臣団上級役職の構成と概要について検討する（ 【表７】 ） 。
役職 創設時期 勤料・役料等 定人数 初任者前職 備考
家老
3000 石（持高 1000 石、幕府 1000 俵・
一橋 1000 俵）
2 名 ｢御守｣ が改称（1746. 09. 15.）
番頭 1746. 11. 11. 500 俵（幕府 300 俵、一橋 200 俵） 2 名 宗尹附用人 2
大番組頭 1746. 11. 21. 30 石 5 人扶持・触金 10 両 4 名 宗尹附小十人 4
大番 1746. 11. 21. 13 名 宗尹附小十人組頭 1・宗尹附小十人 12
用人 400 俵（幕府 200 俵、一橋 200 俵） 6 名
旗奉行 1746. 11. 11. 700 俵・役料 200 俵 1 名 宗尹附目付兼帯 1
長柄奉行 1746. 11. 11. 700 俵・役料 200 俵 1 名 宗尹附普請奉行兼帯 1
物頭 300 俵（幕府 100 俵、一橋 200 俵） 3 名
郡奉行 300 俵（幕府 100 俵、一橋 200 俵） 2 名 本丸勘定組頭 1・本丸代官 1
勘定方
勘定奉行 1747. 正. 16. 200 俵（幕府 100 俵、一橋 100 俵） 2 名 本丸勘定 2
勘定組頭 1746. 09. 20 石 4 人扶持 2 名
宗尹附勘定人 1・御貰本丸浅草御蔵手
代 1
勘定 1746. 11. 27. 15 石 2 人扶持 5 名
宗尹附賄勘定人 2・同用人部屋書役 1・
新規 2
添勘定 12 石 2 人扶持 15 名 ｢賄勘定人｣ が改称（1747. 02. 19）
代官 1746. 09. 30 石 4 人扶持 6 名 本丸新田元〆 3・本丸大川通普請役 1
地方改役 1747. 05. 06. 15 石 3 人扶持 4 名 新規 4 勘定格
地方役 1747. 05. 06. 10 石 3 人扶持 8 名 同心小人 3・新規 5 勘定格
金奉行 1746. 09. 2 名 右筆 1・小十人 1
金蔵番同心世話役 1747. 05. 25. 15 俵 1 人扶持・金 2 両 3 名 小人目付 1・使之者 2
金蔵番同心 1747. 05. 25. 4 石 1 人半扶持・勤金 1 両 2 分 6 名 膳所六尺 2・広敷膳所六尺 3・賄六尺 1
蔵奉行 1747. 04. 25. 20 石 4 人扶持 2 名 右筆 1・本丸浅草御蔵手代 1
蔵方組頭 8 石 3 人扶持 1 名 村川庄左衛門（1）
蔵方 8 石 2 人半扶持 7 名
用人支配同心 1・小人目付世話役 1・広
敷仕丁 1・新規 4
蔵方下役 4 石 2 人扶持 2 名 賄六尺 1・新規 2
蔵番 1747. 10. 23. 4 石 1 人半扶持 6 名 新規 6
























































































れ、 一橋徳川家財政等を担った。それ以前の宗尹に関する諸費用幕府からの賄料金等 拠出されてい が、賄料拝領後の延享四年（一七四七）
正月に郡奉行・勘定奉行の二つの役職が新設され（実際
年貢の徴収など領知支配は翌年から開始となるが） 、賄料と い 、財政面でも一程度幕府より独立した。　
勘定奉行は、配下に勘定組頭を始めとする諸役・金奉行・蔵奉行
を置き、財政機構が整備されていった（一部役職については延享三年九月に既にできていた） 。郡奉行・勘定奉行の両 も八役に含まれ、附人（幕府から一時的出向者）が就任した。特に勘定方役職ついては、財政担当役職であるため、特に重視され、幕府職経験者で、領知支配（特に 徴収など） ついて、豊富な経験と技術をもった者から任命された。更に、勘定方 役職創設の際に











































































































巻二・三号、一九八六年） 。同「一橋治済の邸制改革」 （ 『専修史学』二〇号、一九八八年） 。同「徳川御三卿の生活―「一橋徳川家文書」に拠る―」 『専修人文論集』五 九四
（８）近世武家家臣団研究および武家社会の研究 膨大な研究があ
る。特に近年では近世武士を幕藩官僚としてとらえる藤井譲治『江戸時代の官僚制』 （青木書店、一九九九年）等、近世領主制につ て検討した笠谷和比古『近世武家社会の政治構造』 （吉川弘文館、 一九九三年） ・高野信治『近世大名家臣団と領主制』 （吉川弘文館、一九九七年） ・根岸茂夫『近世武家社会の形成と構造』 （吉川弘 館、 〇〇〇年） 、下級武士に注目 磯田道史『近世大名家臣団の社会構造』 （東京大学出版会、 二〇〇三年）等がある
（９）永井博「一橋家の成立―相続問題と邸臣団整備の側面から―」 （ 『徳川御
三卿展』二〇一〇年） 、武子裕美「 〈研究ノート〉御 卿の邸臣団構造―橋徳川家を事例として―」 （ 学習院史学』第四九号、二〇一 年） 。
（






たり、邸臣となった者が記載されている。一冊目・二冊目は、享保七年（一七二二）～享保二〇年（一七三五） 。この二冊は、ほぼ同内容であるが、一冊目には掲載されている者が二冊目では未掲載である等、齟齬が見られる。三 は元文元年（一七三六）～宝暦一三年（一七六三） 、四冊目は明和四年（ 七六七）～文化九年（一八一 ）の時期に分けられ記載されている（辻達也「一橋徳川家史料について」 ［茨城県立歴史館編『一橋徳川家文書』一九八九年］の「二、 一橋徳川家史料略解題」を参照） 以下『一橋徳川家文書』の史料説明は、辻氏の解説を参考にした。以後『一橋徳川家文書』を使用する場合は、Ｄ一―一のように請求番号のみ記す。
（
11）Ｄ一―四八・Ｄ一―四九。全二冊。邸臣団の役職名・役職就任人数（御定人数） ・俸禄（御定高） ・役職沿革等が役職ごと 記載。記事中では寛政一〇年（一七九八）の記述が最新（この時期作成か） 。
（




14）享保元年（一七一六） 、吉宗の江戸城入城に供奉し、御家人となり、廩米三〇〇俵を与えられ、小納戸を務めた 『寛政譜』一九―三 頁） 。
（
15） 「御伝記全」 （Ａ一―五〇） 。
（



































所と紛らわしいために、 伺の上で「御勝手部屋」と改称したとある。一方で、②には元文四年（一七三九）一二月九日に、御用人部屋書役山本喜内の跡役として補充された勝手部屋伊賀格 秋山忠蔵の時より、 「御用人部屋書役」が「御勝手部屋書役」と役職名が改称したとある。
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48） 「吏徴別録」上巻 『続々群書類従』第七） 。
（
49）以下、 「 （御附人御附切御貰） 」一～三（Ｄ一―一～三） 、 「 定人数并御定高」上・下（Ｄ一―四八・四九）を使用し検討する。
（
50） 「明良帯録」前篇（ 『史籍雑纂』第一一冊） 。
（
51） 「 （御附人御附切御貰） 」三（Ｄ一―三） 、 「御定人数并御定高」上（Ｄ一―四八） 。
（
52） 「田安御書留之帳」 （Ｊ一―一） 。
（
53）伊丹三郎右衛門（将軍吉宗附小納戸）は、延享三年（一七四六 八月四日に宗尹附用人上座［二〇〇俵加増、本高五〇〇俵・役料二〇〇俵］となり、御守部屋に詰め御用を務めた。その後、同年に宗尹附家老となった。
（
54）註（
52） 。
（
55）註（８）根岸氏文献。
（
56）註（
29） 。
『??????』（?????????）
